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アスファルトへの遮熱性舗装と白い塗装の性能の違いと最適な舗装方法の検討

兵庫県立宝塚北高等学校 グローバルサイエンス科
本間遥 早川惺友 山内秀真

⒈背景・目的
ヒートアイランド現象の原因
・建築物による風通しの悪さ
・エアコン、車などからの排熱
・コンクリートの舗装面積の多さ

舗装を施すことによる解決

⒉仮説①

⒊実験①
4種類の舗装を施したアスファルトに

 熱源を当て、温度変化・表面温度を調べる

⒋結果①

温度変化

表面温度
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ロサンゼルスの白い道路 （画像引用https://miracool.jp/column/wpcontent/uploads/2018/04/g-1.jpg
https://i.gzn.jp/img/2017/09/10/los-angeles-white-road/02.jpg ）

遮熱性舗装

反射しやすい
アスファルト上部温度 高

表面温度 低

アスファルト自体の
温度上昇 小

熱中症等 リスク 高

白色塗装

反射しにくい
アスファルト上部温度 比較的低

表面温度 低

アスファルト自体の
温度上昇 小

かつ
熱中症等 リスク 低

遮熱性舗装

アルコール温度計
アスファルトから5㎝

ハロゲンヒーター(75W)
アスファルトから11㎝

水槽(20㎝×20㎝×20㎝)

黒色塗装遮熱性舗装

舗装・塗装なし
白色塗装

⒌考察①
遮熱性舗装

反射しやすい
アスファルト上部温度 高

表面温度 低

アスファルト自体の
温度上昇 小

熱中症等 リスク 高

白色塗装

反射しにくい
アスファルト上部温度 低

表面温度 やや低

アスファルト自体の
温度上昇 やや小

かつ
熱中症等 リスク 低

アルコール温度計

データロガー

ハロゲンヒーター

白熱電球

温度の上がり方の測定
20分熱源を当て、温度の変化・表面温度を調べる

温度の下がり方の測定
20℃に調整してから熱源を切り、その後20分間計測

遮熱性舗装
・日本各地で導入
・太陽光を反射、温度上昇を防ぐ
・反射により日中の気温や暑さ指数、紫外線が増加

白色塗装
・アメリカ、ロサンゼルスで導入
・太陽光を反射、温度上昇を防ぐ
・ヒートアイランド現象の軽減が報告される

最適な舗装方法の検討

⒎実験②

⒍仮説②
計測方法の改善・内部温度の測定

最適な舗装方法のより正確な考察

⒏結果②

⒐考察②

⒑今後の展望
実験方法の見直し
・規模の拡大
・屋外での測定
・歩行者や自動車の有無など、条件の追加

実際の状況に近づける

舗装・塗装なし   黒色塗装         白色塗装       遮熱性舗装
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